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（1）

　

令
和
元
年
七
月
二
十
五
日
に
、
水

郷
つ
く
ば
農
協
大
根
生
産
部
会
が
銘

柄
産
地
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
庁
で
行
わ
れ
た
指
定
証
交
付
式

に
は
、
部
会
長
を
は
じ
め
、
農
協
や
市

な
ど
の
関
係
機
関
が
出
席
し
、
副
知

事
か
ら
指
定
証
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

水
郷
つ
く
ば
農
協
大
根
生
産
部
会

は
ダ
イ
コ
ン
の
品
質
に
こ
だ
わ
り
、
き

め
細
か
い
肌
、
輝
く
よ
う
な
つ
や
、
生

食
用
に
ふ
さ
わ
し
い
食
感
が
売
り
で
、

「
河
童
大
根
」
の
ブ
ラ
ン
ド
名
で
販
売

し
て
い
ま
す
。

　

生
産
面
で
は
、
優
良
品
種
の
選
定

試
験
を
毎
年
行
っ
て
、
出
荷
時
期
ご

と
に
高
品
質
な
大
根
を
出
荷
で
き
る

よ
う
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

出
荷
調
整
面
で
は
、
共
同
洗
浄
選
別

施
設
を
持
ち
、
統
一
し
た
規
格
、
品

質
で
市
場
に
出
荷
さ
れ
、
実
需
者
か

ら
高
い
信
頼
を
得
て
い
ま
す
。

　

普
及
セ
ン
タ
ー
で
は
、
品
種
選
定

や
、
反
収
向
上
技
術
の
実
証
、
新
規
栽

培
者
の
育
成
な
ど
に
よ
り
、
部
会
の

発
展
の
た
め
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

水
郷
つ
く
ば
農
協
大
根
生
産

部
会
が
銘
柄
産
地
に
指
定



図　旬別の平均気温と日照時間の推移（平年：1981-2010）
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【
生
育
と
収
量
・
品
質
】

　

七
月
上
中
旬
の
低
温
と
日
照
不
足
の

影
響
で
、「
あ
き
た
こ
ま
ち
」
の
出
穂
期

は
平
年
よ
り
約
五
日
、
成
熟
期
は
三
日

遅
く
な
り
ま
し
た
。「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
は

出
穂
期
が
約
四
日
、
成
熟
期
が
約
二
日

遅
く
な
り
ま
し
た
。

　
一
〇
ａ
当
た
り
坪
刈
り
収
量
は
、「
あ

き
た
こ
ま
ち
」「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
と
も
平

年
よ
り
や
や
少
な
く
な
り
ま
し
た（
表
）。

こ
れ
は
日
照
不
足
に
よ
り
光
合
成
産
物

量
が
低
下
し
、
千
粒
重
が
軽
く
な
っ
た

た
め
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
八
月
上
旬
以
降
の
高
温
の
影

響
で
白
未
熟
粒
や
カ
メ
ム
シ
な
ど
に
よ

る
虫
害
が
地
域
全
体
で
平
年
よ
り
や
や

多
く
、
玄
米
の
等
級
低
下
が
見
ら
れ
ま

し
た
。

　

飼
料
用
米
は
全
体
的
に
不
稔
粒
が
多

く
発
生
し
、
低
収
と
な
り
ま
し
た
。
特

に「
夢
あ
お
ば
」は
耐
冷
性
が
弱
い
た
め
、

七
月
の
低
温
に
よ
り
花
粉
の
形
成
が
阻

害
さ
れ
て
障
害
型
冷
害
が
発
生
し
た
と

み
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
八
月
中
旬
に
出
穂
し
た
圃
場

は
強
風
に
よ
り
受
精
阻
害
や
玄
米
の
発

育
停
止
が
発
生
し
、
品
種
を
問
わ
ず
大

幅
な
減
収
と
な
っ
た
と
こ
ろ
も
散
見
さ

れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
九
月
の
台
風
に
よ
り
収
穫
直

前
の
籾
が
落
ち
た
こ
と
に
よ
る
減
収
も

発
生
し
ま
し
た
。

「
令
和
二
年
産
に
向
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
～
高
温
対
策
～
」

　

高
温
に
よ
る
白
未
熟
粒
の
発
生
を

軽
減
す
る
た
め
の
栽
培
技
術
的
な
対

策
と
し
て
、
①
土
づ
く
り
②
過
剰
な

籾
数
の
抑
制
③
灌
漑
水
に
よ
る
稲
の

温
度
低
下
が
あ
り
ま
す
。

①
土
づ
く
り　
根
系
の
生
育
に
つ
な

が
る
完
熟
堆
肥
の
施
用
（
湿
田
〇
・

五
ｔ／

一
〇
ａ
、
乾
田
一
ｔ
／

一
〇
ａ
）

や
深
耕
（
作
土
深
一
五
㎝
以
上
の
確

保
）
の
実
施
等
、
土
づ
く
り
の
徹
底

で
高
い
効
果
が
得
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

登
熟
後
半
に
窒
素
切
れ
に
な
る
と
乳

白
米
の
発
生
に
繋
が
る
た
め
、
穂
肥

の
施
用
は
収
量
が
増
え
る
だ
け
で
な

く
、
特
に
背
白
・
基
部
未
熟
粒
が
発

生
し
に
く
く
な
り
ま
す
。

②
過
剰
な
籾
数
の
抑
制　
籾
数
が
多

く
な
る
と
乳
白
粒
発
生
が
増
加
し
や

す
い
こ
と
か
ら
早
植
え
を
避
け
た
り
、

適
期
の
中
干
し
の
実
施
、
深
水
処
理

に
よ
り
過
剰
分
げ
つ
を
抑
制
し
ま

し
ょ
う
。

③
灌
漑
水
に
よ
る
稲
の
温
度
低
下　

か
け
流
し > 

昼
間
深
水
・
夜
間
落
水 

>

飽
水
・
保
水
管
理
（
湛
水
せ
ず
に

足
跡
に
水
が
残
る
程
度
の
水
を
保
つ
）

の
順
に
温
度
を
低
下
さ
せ
る
効
果
が

高
く
な
り
ま
す
が
、
用
水
量
を
必
要

と
す
る
た
め
、
圃
場
条
件
に
あ
っ
た

方
法
を
選
択
し
ま
し
ょ
う
。

【
生
育
期
間
中
の
気
象
】

　

平
均
気
温
は
、
六
月
ま
で
は
平
年

並
み
か
ら
や
や
高
か
っ
た
も
の
の
、

七
月
は
平
年
よ
り
低
く
、
最
低
気
温

が
十
七
度
を
下
回
る
日
が
三
日
間
続

き
ま
し
た
。
七
月
末
の
梅
雨
明
け
後
、

八
月
以
降
は
平
年
よ
り
高
温
で
推
移

し
ま
し
た
（
図
）。

　

一
日
あ
た
り
の
日
照
時
間
は
、
期

間
全
体
で
は
平
年
以
上
と
な
り
ま
し

た
が
、
七
月
上
中
旬
は
平
年
の
三
割

程
度
と
少
な
く
な
り
ま
し
た
（
図
）。

　

ま
た
、
八
月
中
旬
に
は
台
風
十
号

の
接
近
等
に
よ
る
強
風
が
約
一
週
間

続
き
、
九
月
に
は
台
風
一
五
号
上
陸

に
よ
る
記
録
的
な
暴
風
雨
が
発
生
し

ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
本
年
は
七
月
の
低

温
と
日
照
不
足
、
八
月
上
旬
の
高
温
、

中
旬
の
強
風
と
、
様
々
な
気
象
要
因

が
連
続
も
し
く
は
重
複
し
て
水
稲
生

育
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

図　旬別の平均気温と日照時間の推移（平年：1981－ 2010）

表　令和元年産米の生育及び収量

品種 場所 移植期 出穂期 成熟期 稈長 穂長

（月/日） （月/日） （月/日） （cm） （cm）
あきた 稲敷市 本年 4/28 7/21 8/25 94.4 18.7
こまち 下須田 平年 4/28 7/15 8/22 90.4 18.6

稲敷市 本年 5/6 7/31 9/8 90.4 19.2
浮島 平年 5/5 7/26 9/3 91.2 19.2

龍ケ崎市 本年 5/19 8/7 9/15 97.5 20.7
長峰 平年 5/16 8/2 9/12 95.5 19.2

美浦村 本年 5/15 8/1 9/7 87.6 19.8
舟子 平年 5/7 7/31 9/8 90.3 18.6

品種 穂数 一穂籾数 登熟歩合 千粒重 収量

（本/㎡） （粒/穂） （%） （g） （kg/10a）
あきた 稲敷市 本年 431 88.9 84.8 19.5 609
こまち 下須田 平年 414 84.9 81.7 21.5 626

稲敷市 本年 411 82.7 78.1 20.2 538
浮島 平年 445 82.3 65.0 21.1 529

龍ケ崎市 本年 402 83.8 59.3 21.7 440
長峰 平年 414 85.6 64.7 21.5 480

美浦村 本年 459 82.1 77.7 20.9 461

舟子 平年 388 84.1 70.9 21.5 495
※平年はH26～30の平均

コシ
ヒカリ

コシ
ヒカリ

（2）

令
和
元
年
産
米
を
振
り
返
る



　

十
月
六
日
（
日
）、「
稲
敷
直
売
所
」

が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
「
い
な
の
す
け

市
場
」
と
し
て
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。「
新
鮮
で
安
全
、
生
産
者

の
顔
が
見
え
て
安
心
で
き
る
直
売
所
」

と
し
て
、
レ
ン
コ
ン
や
か
ぼ
ち
ゃ
等

の
稲
敷
市
特
産
品
を
販
売
し
て
い
ま

す
。

　

毎
月
第
二

日
曜
日
と
第

三
金
曜
日
は

生
産
者
に
よ

る
対
面
販
売

な
ど
イ
ベ
ン

ト
を
行
っ
て

お
り
ま
す
の

で
、
是
非
い

ら
し
て
く
だ

さ
い
。

　

稲
敷
市
の
「
浮
島
レ
ン
コ
ン
」
の

魅
力
を
最
大
限
に
引
出
し
、
レ
ン
コ

ン
の
消
費
拡
大
に
繋
げ
る
こ
と
を
目

的
に
、
つ
く
ば
栄
養
医
療
調
理
製
菓

専
門
学
校
の
学
生
に
よ
る
「
レ
ン
コ

ン
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト
」
が
令
和
元

年
九
月
十
三
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ン
テ
ス
ト
は
、
浮
島
地
域
レ
ン

コ
ン
生
産
者
（
Ｊ
Ａ
稲
敷
蓮
根
部
浮

島
支
部
、
桜
川
浮
島
蓮
根
組
合
）、
稲

敷
市
、
Ｊ
Ａ
稲
敷
、
稲
敷
地
域
農
業

改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
で
構
成
さ
れ
た

浮
島
地
域
レ
ン
コ
ン
Ｐ
Ｒ
実
行
委
員

会
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

生
産
者
等
二
十
四
名
が
食
べ
比
べ

て
評
価
し
た
結
果
、
大
賞
は
レ
ン
コ

ン
を
握
り
寿
司
の
具
に
仕
立
て
た
「
二

種
の
れ
ん
こ
ん
寿
司
盛
り
と
真
薯
の

お
吸
い
物
」、
金
賞
に
は
豚
肉
と
野
菜

を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
「
酢
豚
」、
銀

レ
ン
コ
ン
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト

が
開
催
さ
れ
ま
し
た

「
い
な
の
す
け
市
場
」

　
　
　
　
　
　
が
オ
ー
プ
ン
！

賞
に
は
鶏
肉
と
ハ
ー
ブ
を
組
み
合
わ

せ
た
「
チ
キ
ン
と
レ
ン
コ
ン
の
グ
リ

ル
」、
特
別
賞
に
は
み
じ
ん
切
り
の
レ

ン
コ
ン
を
コ
ロ
ッ
ケ
に
し
た
「
レ
ン

コ
ン
の
は
さ
み
コ
ロ
ッ
ケ
」
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

　

Ｐ
Ｒ
実
行
委
員
会
で
は
、
得
ら
れ

た
レ
シ
ピ
の
使
用
を
市
内
飲
食
店
へ

提
案
す
る
な
ど
、「
浮
島
レ
ン
コ
ン
」

の
消
費
拡
大
に
繋
げ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
学
生
や
生
産
者
共
に
レ
ン

コ
ン
の
知
識
を
深
め
る
た
め
、
コ
ン

テ
ス
ト
と
併
せ
て
野
菜
ソ
ム
リ
エ
に

よ
る
レ
ン
コ
ン
に
つ
い
て
の
講
演
、

ゴ
ッ
ド
マ
ザ
ー
Ｒ
Ｕ
会
に
よ
る
郷
土

料
理
（
丸
煮
・
酢
バ
ス
）
の
試
食
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

審査の様子

店内の様子

ゴッドマザーRU会によるレンコン郷土料理の説明

大賞「二種のれんこん寿司盛りと真薯のお吸い物」

【
い
な
の
す
け
市
場
】

住
所
：
稲
敷
市
柴
崎
九
一
八
八
番
地

営
業
時
間
：
九
時
半
～
一
七
時
ま
で

定 

休 

日
：
毎
週
木
曜
日
及
び
元
日

　
　
　
　
　
　
　
～
一
月
五
日
ま
で

（3）



「あみ食ラボ」求評会の様子

（4）

「
あ
み
食
ラ
ボ
」
求
評
会
を
開
催

稲
敷
地
域
就
農
支
援
協
議
会
に

つ
い
て

青
年
農
業
士
新
規
認
定
者
の
紹
介

　
「
あ
み
食
ラ
ボ
」
は
、
阿
見
町
の
農

産
物
を
活
用
し
た
加
工
品
の
製
造
及

び
販
売
に
積
極
的
に
取
り
組
み
な
が

ら
、
農
業
経
営
の
発
展
、
地
域
活
性

化
へ
の
貢
献
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
阿
見
町
内
の
女
性
農
業
者
に

よ
り
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

九
月
三
日
に
開
催
さ
れ
た
求
評
会

で
は
、「
カ
ボ
チ
ャ
プ
リ
ン
」
や
「
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
マ
フ
ィ
ン
」
等
、
阿
見

町
産
農
産
物
を
活
用
し
た
加
工
品
計

十
二
品
に
つ
い
て
食
品
衛
生
、
品
質

等
の
内
容
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、「
あ
み
食

ラ
ボ
」
の
商
品
と
し
て
適
正
か
ど
う

か
、
会
員
同
士
で
加
工
品
を
評
価
し

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
十
二
品
の
加

工
品
は
全
て
適
正
と
評
価
さ
れ
ま
し

た
。
加
工
品
に
は
グ
ル
ー
プ
で
制
作

中
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
シ
ー
ル
が
貼
付

さ
れ
る
予
定
で
す
。
今
後
は
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
活
用
し
な

が
ら
、
阿
見
町
産
加
工
品
を
よ
り
Ｐ

Ｒ
し
、
地
産
地
消
の
推
進
を
図
る
と

の
こ
と
で
す
。

　

稲
敷
地
域
就
農
支
援
協
議
会
は
、

市
町
村
や
農
業
委
員
会
、
農
協
、
普

及
セ
ン
タ
ー
が
一
体
と
な
っ
て
新
規

就
農
を
支
援
し
、
担
い
手
の
育
成
を

図
っ
て
い
く
組
織
で
す
。

　

就
農
相
談
を
受
け
る
際
は
関
係
機

関
が
連
携
し
て
、
技
術
や
経
営
、
農

地
や
販
路
の
確
保
な
ど
様
々
な
課
題

に
対
応
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

「
新
農
業
人
フ
ェ
ア
ｉ
ｎ
い
ば
ら
き
」

等
、
就
農
を
目
指
す
人
が
集
ま
る
相

談
会
に
も
出
展
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
経
験
が
豊
富
で
高
い

技
術
を
持
ち
、
担
い
手
育
成
に
熱
心

な
方
に
「
就
農
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」

と
し
て
、
新
規
就
農
者
に
技
術
的
ア

ド
バ
イ
ス
を
行
う
な
ど
、
地
域
と
の

繋
が
り
が
持
て
る
よ
う
交
流
会
等
に

参
加
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　

新
規
に
農
業
を
始
め
よ
う
と
考
え

て
い
る
方
は
、
構
成
員
で
あ
る
普
及

セ
ン
タ
ー
や
市
町
村
、
Ｊ
Ａ
等
に
ご

相
談
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

【
青
年
農
業
士
】

　

地
域
農
業
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
優
れ

た
若
手
農
業
者
を
知
事
が
認
定
す
る
制

度
で
す
。

本
橋　

篤　

様
（
美
浦
村　

水
稲
経
営
）

　

本
橋
様
は
、
美
浦
村
に
あ
る
「
株
式

会
社
本
橋
農
園
」
の
後
継
者
で
、
水
稲

生
産
を
行
っ
て
い
ま
す
。
農
地
の
集
約
、

作
業
効
率
の
改
善
等
に
積
極
的
に
取
り

組
み
、
農
業
経
営
の
効
率
化
を
目
指
し

て
日
々
努
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
退
任
者
の
紹
介
】

諸
岡　

弘
規　

様

（
稲
敷
市
、
レ
ン
コ
ン
及
び
水
稲
）

浅
野　

吉
信　

様

（
河
内
町
、
レ
ン
コ
ン
及
び
水
稲
）

「
あ
み
食
ラ
ボ
」
の
加
工
品
は
、
阿
見

町
役
場
の
北
側
入
り
口
に
お
い
て
、

毎
月
第
三
水
曜
日
の
一
二
時
よ
り
販

売
を
行
っ
て
い
ま
す
。


